
１ 教育行財政 
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１ 教育行財政について 

1-1 教育委員会 教育長・委員 

教 育 長 教育長職務代理者  委 員  委 員  委 員 

戸ヶ﨑  勤  仙波 憲一   木村 雅文    長道  修       浜田 美咲 

1-2 教育委員会 行政組織図 

教
育
政
策
室
（

教
育
政
策
担
当
・
指
導
担
当
）

学
務
課
（

学
務
担
当
・
学
校
保
健
担
当
）

教
育
総
務
課
（

総
務
担
当
・
施
設
管
理
担
当
）

生
涯
学
習
課
（

生
涯
学
習
担
当
）

教
育
セ
ン
タ
ー

次　長

下
戸
田
公
民
館
・
美
笹
公
民
館

新
曽
公
民
館

委　　員

市　長

教　育　長

委　　員

図
書
館
・
郷
土
博
物
館

彩
湖
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

教育委員会

教　育　部　長

教育長職務代理者

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

・
単
独
校
給
食
調
理
場

委　　員

総合教育会議

学
校
給
食
課
（

総
務
担
当
・
調
理
担
当
）

次　長

5



1-3 教育委員会 事務分掌 

青少年健全育成、青少年団体、青少年問題協議会、学童保育室、放課
後子ども教室の推進、成人式、児童センターに係る事務

私立幼稚園関連補助金

[図書館]資料の貸出返却・閲覧、読書案内、調査研究支援、集会及び
文化活動の企画開催、広報・視聴覚ライブラリー、資料の選択・収
集・整理・修理等
[郷土博物館]資料の収集・保存・展示、調査研究、行政文書・地域文
書・文献の収集・整理・管理、市史等の頒布及び管理、彩湖自然学習
センター及びアーカイブス・センターの運営管理、文化財の保護

所　管　課

教育総務課

市

長

部

局

文化スポーツ課

児童青少年課

教

育

委

員

会

事

務

局

総合教育会議に係る事務

社会体育の企画調整、体育施設設置・管理、体育施設使用許可・使用
料徴取、学校開放、スポーツ関係団体に関すること、スポーツ教室、
スポーツ・レクリエーションの普及推進、スポーツセンターに関する
こと、ボート競技の普及、芸術及び文化活動の振興に関すること、文
化会館に関すること等

主　な　事　務　分　掌

教育委員会会議、教育長の秘書、教育委員会事務局総括、入学準備
金・奨学資金貸付、未来へはばたく人財育成資金給付、海外留学奨学
資金給与、小・中学校施設の備品・消耗品購入、各種工事・修繕、業
務委託、事務機器賃貸借等

教職員等人事・服務管理、児童生徒の就学・転出入事務、通学区域・
通学路、就学援助費・特別支援教育就学奨励費事務、教科用図書無償
給与事務、学齢簿の編製・保管、児童生徒・教職員の健康管理、学校
保健会・学校保健管理、学校教育関係の調査・統計、日本スポーツ振
興センター事務

学校訪問、研究委嘱、生徒指導、進路指導・キャリア教育、校外行事
への指導、副読本の編集・活用、各種研修会、情報教育、国際理解教
育、教育相談、就学支援、特別支援教育、適応指導教室、発達支援、
教育広報「とだ」の刊行、教育センター管理運営等、学校応援団、教
育センター教科等研究グループ

学校給食の計画、栄養管理、調理及び配送、給食センター運営委員
会、単独調理校調理場管理運営、給食センター管理運営

生涯学習の推進、生涯学習関連講座・事業実施、社会教育・家庭教育
講座、人権教育の推進、芦原小学校生涯学習施設管理運営、公民館事
業

教育政策室

学校給食課

市長公室

保育幼稚園課

学務課

生涯学習課
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戸田市長 

私は市長就任以来、教育に重点を置き市政を執り行ってまいりました。

 志をもって社会を変革する力、夢や目標を成し遂げる力、新たな価値を創造する力は、不断

の学びによって養われます。

生きることとは学ぶことであり、学びによって人は輝き、人間の可能性は無限に広がります。

令和の新時代において、人口減少・少子高齢化、デジタル化などの技術革新、グローバル化

の進展や新型コロナウイルス感染症をきっかけとした社会構造の変革など、世の中はめまぐる

しく変化しています。

 また、家庭環境の多様化、地域コミュニティの希薄化や外国人市民の増加など、子どもたち

を取り巻く地域の環境も大きく変化しています。

 先を見通すことが極めて困難なこうした時代の中で、未来に向けて子どもたちが夢や希望を

持ち人生を切り拓いていくためには、「知・徳・体の調和がとれた基礎的な力」をバランス良

く養うことが重要です。また、主体的に社会と関わり、超スマート社会を生き抜くための「非

認知能力など未来を創る力」を育むことも重要です。

 一方、人生１００年時代が到来したいま、老若男女だれもが文化、芸術、スポーツ活動など

に親しむことで自分の可能性を開花させることができるとともに、学ぶ喜びをいつでも感じら

れるまちづくりが求められています。

 こうした世の中の変化や社会のニーズに的確に対応できるよう、このたび戸田市教育大綱を

新たに策定いたしました。

 新たな大綱では、基本方針として『共に「つくり まもり つなぐ」教育のまち 戸田』を

掲げ、３つの柱に基づく６つの重点目標を定めました。

 この戸田市教育大綱は、市政運営の最も基本となる計画である「戸田市第５次総合振興計

画」の将来都市像「『このまちで良かった』みんな輝く 未来共創のまち とだ」及び、基本

目標Ⅰ「子どもが健やかに育ち、いきいきと輝けるまち」基本目標Ⅱ「創造性や豊かな心を育

むまち」を受けたものとなっています。

 また、このたび策定した「第４次戸田市教育振興計画」では、これまで数多くの成果を上げ

てきた戸田の教育改革を踏まえ、「生き生きと 共に育む 教育のまち 戸田」の基本理念の

もと、今後５年間の教育改革の方向性を明確にし、EBPM （根拠に基づく政策立案）の核とな

る検証可能性を高め、市民をはじめとする関係者にも理解され信頼を得ることを目標に掲げて

います。

 今後は、多様性と包摂の視点のもとで SDGs（持続可能な開発目標）の精神である「誰一人

取り残さない」社会の実現と ESD（持続可能な開発のための教育）に取り組むことを通じて、

とだっ子と全ての市民一人ひとりの人生が輝きに満ちあふれたものとなるよう、市全体でこの

大綱に取り組みます。

 そして、市長部局と教育委員会が認識を共有しながら、引き続き、学校・家庭・地域が相互

に連携してあゆみ、教育日本一を目指してまいります。

戸田市教育大綱

■はじめに

■基本方針の実現に向けて
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基本方針

3 つの柱・６つの重点目標 

 

共に「つくり まもり つなぐ」教育のまち 戸田 

■ふるさと戸田を愛し社会に貢献する人財をつくります
我が国とふるさと戸田の伝統や文化、自然を大切にするととも

に、社会生活を営むうえで必要な礼節、道徳など公共の精神を育

み社会に貢献する人財を育てます。 

■未来を切り拓く力を発揮できる人財をつくります
戸田市教育政策シンクタンクを中心とした EBPM の推進や 

ICT の活用により個別最適な学びを実現するとともに、「非認知

能力」の育成を促すことで未来を生き抜くとだっ子を育てます。 

■誰もが教育を受ける機会をまもります
不登校やいじめ対策等に対する教育相談体制を充実するととも

に、障がいの有無、国籍、経済的な理由等にかかわらず学びを保

障し、誰一人取り残さない社会を目指します。 

■安心・安全で質の高い教育環境をまもります
学校の改築、体育館の空調整備を計画的に進めるとともに、全

小学校区の防犯カメラや道路の安全対策等により安心・安全な教

育環境を整備します。 

■誕生から中学校卒業まで子育て教育環境をつなぎます
市長部局と教育委員会の更なる情報共有と連携により、乳幼児

から小・中学校に至るまでの切れ目のない教育を実現するととも

に、子育て支援や虐待防止など包括的な支援を行います。 

■学校・家庭・地域など多様な主体を相互につなぎます
多様な主体との連携により社会に開かれた教育を推進するとと

もに、生涯学習の充実、家庭教育の啓発やコミュニティスクール

の活性化により地域教育力を高めます。 

つくり 

まもり 

つなぐ 

柱① 

柱② 

柱③ 
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第
４

次
戸

田
市

教
育

振
興

計
画

 

生
き

生
き

と
 
共

に
育

む
 
教

育
の

ま
ち

 
戸

田
 

基
本

理
念

 

方
針

１
．

子
供

た
ち

が
可

能
性

に
挑

戦
し

続
け

る
力

を
育

む
た

め
の

学
び

の
実

現
 

 
教
師
の
指
導
力
向
上
や
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
整
備
に
よ
り
、
日
々
の
授
業
に
お
け
る
新
た
な

学
び
を
推
進
し
、
子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
複
雑
で
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
 

主
な

施
策
 

・
授
業
改
善
に
よ
る
質
の
高
い
授
業
の
実
現
（
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
や

P
B
L
型
の

学
び
の
実
現
、
脱
正
解
主
義
・
脱
自
前
主
義
・
脱
予
定
調
和
の
学
び
の
推
進
）

・
教
師
の
指
導
力
向
上
や
教
科
等
横
断
的
な
視
点
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

・
学
校
の
チ
ー
ム
と
し
て
の
組
織
力
向
上
と
働
き
方
改
革
の
推
進

・
I
C
T
環
境
の
整
備
と
、
そ
の
活
用
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
学
習

（
※
４

）
等
へ
の
支
援
や
事
務

等
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

・
学
校
施
設
や
設
備
の
整
備

・
食
育
の
推
進

方
針

２
．

多
様

性
を

尊
重

し
、

全
て

の
子

供
た

ち
が

力
を

発
揮

で
き

る
よ

う
な

誰
一

人
取

り
 

残
さ

な
い

学
び

の
保

障
 

 
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
対
応
し
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
誰

も
が
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
っ
て
学
び
に
向
か
い
、
就
学
前
を
含
め
た
教
育
を
と
お
し
て
共
に

成
長
し
て
い
く
姿
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

 

主
な

施
策
 

・
教
育
相
談
体
制
の
充
実
（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

心
の
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
等
）

・
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援

（
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
支
援
体
制
の
構
築
）

・
発
達
障
害
の
早
期
発
見
、
早
期
支
援

・
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

・
放
課
後
の
学
習
支
援
や
日
本
語
指
導
の
推
進
 
・
福
祉
機
関
等
と
の
連
携
強
化

方
針

３
．

地
域

・
家

庭
・

産
官

学
民

な
ど

の
多

様
な

主
体

に
よ

る
学

び
の

提
供

 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動
を
含
め
た
生
涯
学
習
を
推
進
し
、
学
び
た
い
人
が
学
べ
る
環
境
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
就
学
前
を
含
め
て
切
れ
目
な
く
地
域
・
家
庭
が
子
供
た
ち
を
見
守
り
育
て
る
取
組
や
、

産
官
学
民
と
の
連
携
等
に
よ
り
、
様
々
な
安
全
な
学
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
 

主
な

施
策
 

・
生
涯
学
習
活
動
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

（
※

５
）
等
の
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
の
推
進

・
国
内
外
姉
妹
、
友
好
都
市
と
連
携
し
た
、
地
域
理
解
や
地
域
交
流
 

・
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動
の
振
興

・
保
育
園
や
幼
稚
園
に
お
け
る
就
学
前
教
育
の
充
実

・
青
少
年
の
居
場
所
の
提
供
 

・
家
庭
学
習
の
推
進
 

・
民
間
の
教
育
力
の
活
用
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携

方
針

４
．

個
別

最
適

な
学

び
の

実
現

に
向

け
た

Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ

（
※

６
）
の
推
進
 

 
外
部
の
研
究
者
と
連
携
し
て
最
先
端
の
知
の
リ
ソ
ー
ス

（
※
７

）
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

デ
ー
タ
活
用
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
３
Ｋ
（
経
験
・
勘
・
気
合
い
）
か
ら
脱
却
し
、
「
教

室
を
科
学
す
る
」
取
組
の
推
進
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
学
習
状
況
等
に
応
じ
た
学
び

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
 

主
な

施
策
 

・
戸
田
市
教
育
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク

（
※
８

）
を
中
心
と
し
た
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
体
制
の
整
備

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
等
に
基
づ
く
継
続
的
な
状
況
把
握

・
教
育
活
動
や
政
策
の
効
果
等
に
関
す
る
研
究
の
推
進
と
研
究
成
果
の
公
表

・
個
人
情
報
保
護
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
※

９
）
確
保
の
取
組

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

に
つ

い
て
 

と
だ

っ
子

 
や

り
抜

く
力

で
 未

来
に

夢
を

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

こ
 
れ

 か
 ら

 
の
 

社
会

の
展

望
と
 

教
育

の
方

向
性
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
が
進
み
、
社
会
が
加
速
度
的
に
変
化
し
て
い
く

So
ci
et
y5
.0

（
※
１
）
の
時
代
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
必
要
な
力
を
育
め
る
よ
う
、
日
本
型
教
育

（
※
２
）

の
よ
さ
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
先
進
的
な
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
も
と
協
力
し
あ
い
、
子
供
た
ち
を
 

見
守
り
、
育
て
て
い
く
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
 

※
計
画
期
間
：

令
和
３
年
度
～
令
和
７
年
度

（
※
）
P
D
F
版
で
は
、
主
な
施
策
に
つ
い
て
詳
細
情
報
へ
の
リ
ン
ク
を
設
定
し
て
お
り
、
各
項
目
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
当
該
事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
遷
移
し

ま
す
（
一
部
の
項
目
を
除
く
。
）
。
 

と
だ
っ
子
が
、
学
力
な
ど
の
「
認
知
能
力
」
だ
け
で
な
く
、
好
奇
心
や
自
制
心
、
や
り
抜
く
力
な
ど
の
「
非
認
知
的
（
社
会
情
緒
的
）
能
力
」
を
身
に
付
け
、
夢
や
希

望
を
 

持
ち
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

（
※

３
）
を
備
え
て
２
１
世
紀
を
主
体
的
に
生
き
抜
い
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
定
め
て
い
ま
す
。
や
り
抜
く
力

は
、
自
ら
設
定
し
た
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
、
努
力
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
力
の
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
「
非
認
知
的
（
社
会
情
緒
的
）
能
力
」
は
、
人
生
の
成
功
に
非

常
に
 

重
要
で
あ
る
こ
と
が
諸
外
国
の
研
究
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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モ
ニ

タ
リ

ン
グ

指
標

本
計
画
を

E
B
P
M
の
核
と
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
実
態
を
と
ら
え
施
策
を
見
直
し
て
い
く
た
め
の
手
立
て
と
な
る
よ
う
な
指
標
と
し
て
、
以
下
の
指
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
 

■
主
に
方
針
２
に
関
係
す
る
も
の

・
障
害
福
祉
に
係
る
相
談
窓
口
の
相
談
件
数

・
不
登
校
児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確
保
状
況

・
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
学
習
機
会
の
提
供
回
数

（
学
校
内
、
学
校
外
を
会
場
と
す
る
も
の
）

・
障
害
児
相
談
支
援
利
用
者
数

・
１
歳
８
か
月
検
診
、
３
歳
６
か
月
検
診
の
平
均
受
診
率

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数

・
こ
ど
も
家
庭
相
談
の
状
況

【
参

考
２

】
用

語
解

説
 

（
※
１

）
S
oc

i
et
y
5.

0
 （

超
ス

マ
ー

ト
社
会
）

…
狩
猟

社
会
（

S
oc

i
et

y
1.

0）
、
農
耕

社
会
（

S
oc

i
et

y
2.

0
 ）

、
工

業
社

会
（

S
o
ci
e
ty
3
.0
）

、
情

報
社

会
（

S
o
ci
e
ty
4
.0
）

に
続

く
、

新
た

な
社

会
を

指
す

言
葉

。
技

術
革

新
の

進
展

に
よ

り
、

今
後
日

本
の

労
働

人
口

の
約

半
数

が
就
い

て
い
る

職
業
が

技
術
的

に
は
Ａ

Ｉ
や
ロ

ボ
ッ
ト

な
ど
に

代
替
で

き
る

よ
う

に
な

る
可

能
性

や
、

こ
れ

ま
で

に
な

か
っ

た
新

た
な

仕
事

が
生

ま
れ

る
こ

と
で

、
雇

用
形

態
や

労
働

市
場

を
大

き
く

変
容

さ
せ
る
可

能

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

（
※
２

）
日

本
型

教
育

…
学

校
が

学
習

指
導
の
み

な
ら
ず

、
生
徒

指
導
等

の
面
で

も
主
要

な
役
割

を
担
う

全
人

的
な

教
育

で
あ

り
、

様
々

な
場

面
を

通
じ

て
、

児
童

生
徒

の
状

況
を

総
合

的
に

把
握

し
て

教
師

が
指

導
を

行
う

こ
と

で
、

子
供

た
ち
の
知

・

徳
・

体
を

一
体

で
育

む
教

育
。
 

（
※
３
）

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
…

自
ら

考
え

、
主
体

的
に
行

動
し
て

、
責
任

を
も
っ

て
社
会

変
革
を

実
現
し

て
い

く
力

。
将

来
的

な
目

標
を

見
据

え
る

力
、

批
判

的
思

考
力

、
現

状
に

疑
問

を
持

つ
力

な
ど

の
こ

と
で

す
。

 

（
※
４
）

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
学

習
…

対
面

指
導
と

オ
ン
ラ

イ
ン
を

効
果
的

に
組
み

合
わ
せ

た
学
習

。
 

（
※
５
）

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

学
校
運

営
協
議

会
制
度

）
…
保

護
者
や

地
域
住

民
な
ど

か
ら
構

成
さ

れ
る

学
校

運
営

協
議

会
を

設
置

し
､学

校
運

営
の

基
本

方
針

を
承

認
し

た
り

､教
育

活
動

な
ど

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
た

り
し

､学
校

と
保
護
者

や
地

域
の

住
民

が
共

に
知

恵
を
出

し
合
い

な
が
ら

､児
童
生
徒
の

豊
か
な

成
長
を

支
え
て

い
く
仕

組
み

。
 

（
※
６
）

E
BP

M…
E
vi

d
en

c
e-
Ba

s
e
d 
P
ol

i
cy

 
Ma
k
in

g
の

略
。
客

観
的
な

根
拠
に

基
づ
く

政
策
立

案
の
こ

と
。

 

（
※
７
）

知
の

リ
ソ

ー
ス

…
リ

ソ
ー

ス
と

は
資
源

や
資
産

を
指
す

言
葉
。

戸
田
市

で
は
産

官
学
と

連
携
し

、
最

先
端

の
知

見
や

シ
ス

テ
ム

を
取

り
入

れ
な

が
ら

教
育

改
革

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
 

（
※
８
）

戸
田

市
教

育
政

策
シ

ン
ク

タ
ン

ク
…
シ

ン
ク
タ

ン
ク
と

は
様
々

な
領
域

の
専
門

家
を
集

め
た
研

究
機

関
を

指
す

言
葉

。
戸

田
市

で
は

令
和

元
年

６
月

か
ら

、
市

の
教

育
政

策
の

調
査

、
研

究
、

分
析

等
を

所
掌

す
る

戸
田

市
教

育
政

策
シ

ン
ク

タ
ン

ク
を

教
育

委
員

会
内

に
設

置
し
て

い
ま
す

。

（
※
９
）

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

…
法

令
遵

守
。
戸

田
市
で

は
関
係

法
令
や

研
究
倫

理
に
も

十
分
な

注
意
を

払
い

な
が

ら
、

様
々

な
研

究
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

 

本
計
画
の
紹
介
動
画
及
び

P
D
F
版
は
こ
ち
ら
 

第
３

期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
国
）
は
こ
ち
ら

第
３
期
埼
玉
県
教
育
振
興
基
本
計
画
は
こ
ち
ら
 

■
主
に
方
針
３
に
関
係
す
る
も
の

・
生
涯
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
の
割
合

・
市
民
大
学
、
公
民
館
講
座
受
講
者
数

・
国
内
外
姉
妹
、
友
好
都
市
と
の
交
流
件
数

・
プ
ロ
選
手
・
プ
ロ
芸
術
家
と
触
れ
あ
え
る
イ
ベ
ン
ト
数

・
青
少
年
の
居
場
所
の
実
施
施
設
数

■
主
に
方
針
４
に
関
係
す
る
も
の

・
外
部
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
の
実
施
状
況

■
主
に
方
針
１
に
関
係
す
る
も
の

・
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
お
け
る
平
均
正
答
率

・
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
お
い
て
学
力
を
伸
ば
し
た
児
童
生
徒
の
割
合

・
授
業
の
内
容
が
わ
か
る
児

童
生
徒
の
割
合

・
中
学
校
卒
業
時
の
英
検
３

級
以
上
取
得
率

・
教
職
員
の
在
校
等
時
間
の

状
況

・
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活

用
ロ
グ

・
地
場
食
材
の
活
用
や
食
育

の
取
組
状
況

【
参

考
１

】
本

計
画

の
位

置
づ

け
と

策
定

体
制

 

 
本
計
画
は
教
育
基
本
法
第
１
７

条
の
規
定
に
基
づ
い
て
策
定
す
る
、
戸
田
市
に
お
け
る
教
育
振
興
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
で
す
。
教
育
改
革
の
基
本
理
念
や
目
標
等
の
大
き
な
方
向
性
を
本

計
画
で
示
し
、
個
別
施
策
の
詳
細

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
関
係
団
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
策
定
委
員
会
で
の
議
論
及
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
最
終
的

に
令
和
３
年
３
月
の
定
例
教
育
委

員
会
で
議
決
さ
れ
、
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
※
）

策
定
委

員
会

は
庁
内

の
以

下
の
部

署
の

所
属
長

等
に

よ
り
構

成
さ

れ
ま
し

た
（

各
所
属

名
を

ク
リ
ッ

ク
す

る
と
、

各
所

属
の
取

組
の

詳
細
を

御
覧

い
た
だ

け
ま

す
。
）
。

 

・
教
育
総
務
課
 
・
学
務
課
 
・
教
育
政
策
室
 
・
学
校
給
食
課
 
・
生
涯
学
習
課
 
・
郷
土
博
物
館
 
・
協
働
推
進
課
 
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
 
・
障
害
福
祉
課
 
・
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

・
こ
ど
も
家
庭
課
 

・
保
育
幼
稚
園
室
 
・
児
童
青
少
年
課
 
・
戸
田
市
立
小
・
中
学
校
校
長
会

第
４
次

戸
田
市

教
育

振
興
計

画
 

発
行
・
編
集
：
戸
田
市
・
戸
田
市
教
育
委
員
会
 
発
行
年
月
：
令
和
３
年
３
月
 
〒
３
３
５
－
８
５
８
８
埼
玉
県
戸
田
市
上
戸
田
１
丁
目
１
８
番
１
号
 

電
話
：
０
４
８
－
４
４
１
－
１
８
０
０
（
代
表
）
 
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
８
－
４
４
３
－
９
０
３
３
 1
0

https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/373/keikaku4.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/detail/1406059.htm
http://www.pref.saitama.lg.jp/f2203/dai3ki.html
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/371/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/372/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/373/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/374/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/375/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/377/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/192/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/194/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/233/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/236/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/251/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/252/
https://www.city.toda.saitama.jp/soshiki/253/


1-5 歳出予算内訳

（１） 令和４年度 教育費の歳出予算内訳（当初）

１ 教 育 総 務 費 979,506
（千円）

912,749
（千円）

66,757
（千円）

7.3%

教 育 委 員 会 費 4,576 3,814 762 20.0%

事 務 局 費 551,179 517,901 33,278 6.4%

教 育 指 導 費 143,010 131,597 11,413 8.7%

保 健 費 56,437 56,662 -225 -0.4%

教 育 セ ン タ ー 費 224,304 202,775 21,529 10.6%

２ 小 学 校 費 5,507,796 2,265,366 3,242,430 143.1%

学 校 管 理 費 969,834 826,667 143,167 17.3%

学 校 建 設 費 4,537,962 1,438,699 3,099,263 215.4%

３ 中 学 校 費 657,804 1,705,627 -1,047,823 -61.4%

学 校 管 理 費 464,191 494,474 -30,283 -6.1%

学 校 建 設 費 193,613 1,211,153 -1,017,540 -84.0%

４ 社 会 教 育 費 611,155 621,728 -10,573 -1.7%

社 会 教 育 総 務 費 63,096 59,823 3,273 5.5%

公 民 館 費 26,352 29,510 -3,158 -10.7%

青 少 年 育 成 費 38,464 36,964 1,500 4.1%

文 化 財 保 護 費 10,669 10,625 44 0.4%

少 年 自 然 の 家 費 0 10,875 -10,875 -100.0%

図 書 館 費 368,854 370,251 -1,397 -0.4%

郷 土 博 物 館 費 71,782 73,114 -1,332 -1.8%

彩湖自然学習センター費 31,938 30,566 1,372 4.5%

５ 体 育 費 315,103 368,484 -53,381 -14.5%

体 育 総 務 費 83,179 125,272 -42,093 -33.6%

ス ポ ー ツ 施 設 管 理 費 17,395 18,840 -1,445 -7.7%

ス ポ ー ツ セ ン タ ー 費 214,529 224,372 -9,843 -4.4%

６ 学 校 給 食 費 1,453,038 1,376,948 76,090 5.5%

学 校 給 食 セ ン タ ー 費 785,545 734,483 51,062 7.0%

単 独 校 給 食 費 667,493 642,465 25,028 3.9%

７ 教 育 諸 費 49,375 48,436 939 1.9%

教 育 振 興 費 42,395 44,658 -2,263 -5.1%

人財育成奨学資金給付金 6,980 3,778 3,202 84.8%

9,573,777 7,299,338 2,274,439 31.2%教 育 費 計

対前年度比率科 目 令和４年度 令和３年度 比較増減
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（２） 令和４年度 １人あたりの教育費（当初）   （令和４年５月１日現在） 

人　数 （人） 予 算 額 (円） １人あたりの額（円）

教 育 総 務 費 （ 市 民 １ 人に 対し て） 141,363 979,506,000 6,929

小 学 校 費 （ 児 童 １ 人に 対し て） 5,507,796,000 669,153

需 用 費 245,851,000 29,869

備 品 購 入 費 56,940,000 6,918

中 学 校 費 （ 生 徒 １ 人に 対し て） 657,804,000 181,163

需 用 費 104,906,000 28,892

備 品 購 入 費 17,334,000 4,774

社 会 教 育 費 （ 市 民 １ 人に 対し て） 141,363 611,155,000 4,323

体 育 費 （ 市 民 １ 人に 対し て） 141,363 315,103,000 2,229

区 分

8,231

3,631

（３） 令和４年度 市全体の予算から見る教育費の割合（当初）

合計 56,420,000千円

教育費, 9,573,777
千円, 17.0%

民生費, 26,804,059
千円, 47.5%

総務費, 5,305,949
千円, 9.4%

土木費, 4,673,222
千円, 8.3%

衛生費, 3,595,075
千円, 6.4%

公債費, 3,178,519
千円, 5.6%

消防費, 1,499,874
千円, 2.7%

議会費等その他, 
1,235,572千円, 

3.1%
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